
住
民
不
在
で
市
民
の
大
切
な
財
産
が
企

業
の
儲
け
の
場
に
売
り
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
植
柳
小
学
校
跡
地
活
用
で
当
初
計
画

が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、

総
務
消
防
委
員
会
で
質
し
ま
し
た
。

当
初
、
体
育
館
を
近
隣
公
園
地
下
に
移

転
し
、
災
害
避
難
所
と
し
て
使
う
計
画
を
、

「
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、

公
園
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
」
と

評
価
し
事
業
者
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
水
災
害
時
に
は
地
下
避
難

所
に
は
な
ら
な
い
」
「
地
下
避
難
所
で
は
、

災
害
時
に
周
辺
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
」

と
、
住
民
が
反
発
し
、
計
画
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

質
疑
で
は
、
当
初
計
画
の
大
幅
変
更
で

あ
り
、
選
考
を
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
こ

と
、
地
元
住
民
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

計
画
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
説
明
会
の
開
催
を
求
め
ま
し
た
。

植
柳
小
学
校
跡
地
活
用
の
募
集
要
項
で

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
計
画
変
更

で
は
、
公
園
で
の
地
下
体
育
館
の
建
設
を

取
り
や
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
、
半
地
下

の
屋
内
運
動
場
を
建
設
す
る
計
画
に
、
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
で
き
て
い
た
少
年

野
球
も
テ
ニ
ス
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

消
防
団
の
器
具
庫
や
自
治
連
合
会
の
備

品
保
管
の
大
き
な
制
約
と
な
り
、
地
域
の

自
治
活
動
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
多
く
の
小
学
校
跡
地
が
、
ホ

テ
ル
や
大
学
が
誘
致
さ
れ
、
企
業
な
ど
の

儲
け
に
差
し
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
小
学

校
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
区
民
運
動
会
や

夏
祭
り
、
災
害
時
の
避
難
所
と
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
が
奪
わ
れ
て
、
京
都
市
の
手
に

よ
っ
て
、
地
域
の
自
治
が
崩
壊
さ
せ
ら
れ
、

災
害
時
等
の
時
に
発
揮
さ
れ
る
、
地
域
の

コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
利
益
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
住
民
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

学
校
跡
地
計
画
の
見
直
し
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

１
１
月
市
会
の
予
算
特
別
委
員

会
の
補
正
予
算
の
質
疑
で
、
一
般

会
計
の
使
用
料
、
利
用
料
へ
の
消

費
税
の
転
嫁
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。上

下
水
道
や
市
バ
ス
、
地
下
鉄

な
ど
の
特
別
会
計
で
は
、
消
費
税

の
課
税
事
業
者
の
届
け
を
行
い
、

納
税
し
、
還
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
活

動
は
公
益
性
が
強
い
も
の
で
あ
る

事
か
ら
一
般
会
計
で
は
申
告
の
義

務
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
一
般
会
計
で
行
う
事
業

で
も
経
費
の
負
担
で
は
消
費
税
の

負
担
が
生
じ
ま
す
。

非
課
税
の
医
療
で
も
、
医
療
機

関
が
医
薬
品
や
医
療
機
器
を
仕
入

れ
る
際
に
は
消
費
税
負
担
が
生
じ

ま
す
。
国
が
消
費
税
分
を
診
療
報

酬
で
補
填
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

一
般
会
計
の
使
用
料
、
利
用
料
の

消
費
税
分
を
市
民
に
転
嫁
す
る
の

で
は
な
く
、
国
に
負
担
を
求
め
ま

し
た
。

山田こうじです！
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山田こうじ共産党検索

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の

北
陸
新
幹
線
（
敦
賀
・
新
大
阪
間
）
環
境
影

響
評
価
方
法
書
は
、
環
境
要
素
等
で
数
々
の

制
約
条
件
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
市
中
心
市
街
地
、
伏
見
酒
造
エ
リ
ア

を
回
避
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
ト
ン
ネ
ル
、
「
大
深
度
地
下
の

公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
活

用
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

「
山
岳
ト
ン
ネ
ル
部
の
建
設
に
当
た
っ
て

は
水
系
を
回
避
す
る
こ
と
」
「
地
下
水
位
の

低
下
及
び
そ
れ
に
伴
う
地
盤
沈
下
並
び
に
地

下
水
質
等
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
」

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
の
水

瓶
に
匹
敵
す
る
京
都
市
の
地
下
水
は
、
２
１

１
億
㌧
、
そ
の
内
１
９
０
０
万
㌧
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
下
水
利
用
者
に
影
響
し
な

い
ル
ー
ト
は
、
い
っ
た
い
何
処
に
あ
る
と
い

う
の
で
し
ょ
う
か
。

活
断
層
や
脆
弱
な
地
質
は
、
回
避
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
通
過
す
る
事

を
否
定
し
て
ま
せ
ん
。
環
境
の
制
約
だ
け
で

も
、
そ
の
他
に
も
数
多
く
の
課
題
が
山
積
し
、

極
め
て
無
謀
な
計
画
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

地
元
負
担
が
莫
大
な
、
不
要
不
急
の
大
型

公
共
事
業
を
見
直
し
、
暮
ら
し
応
援
に
！


